
平成 30年度 洛西中学校ブロックの小中一貫教育

目指す子ども像（ブロック共通） 

『主体的に学び，互いに思いやり，認め合い，助け合う児童生徒』

重点目標（児童生徒の共通する課題より） 
（１）コミュニケーション能力を育成するための“言語活動の充実” 

    ～聞き取る・読み取る・伝え合う～ 

（２）自己有用感や自己肯定感を獲得させることにより，自尊感情を高める。 

洛西中学校学校教育目標

自立・貢献・夢さがし

～誇りを持って，自ら未来を切り開く，たくましい人間

を育てる～

目指す子ども像

・主体的に学び，行動できる生徒

・何事にも一生懸命頑張る，粘り強い生徒

・思いやり，認め合い，助け合う生徒

境谷小学校学校教育目標

ともに楽しく学び，未来を創る

境谷の子

目指す子ども像

・すすんで学び，よく考える子

・思いやりの心をもち，協力する

 子

・心も身体も健やかでたくましい

 子

新林小学校学校教育目標

夢をもち，自らの未来を切り拓く

子どもの育成

～ひとりひとりが力を合わせ，

 明るくたくましく伸びていく，

新林の子～

目指す子ども像

・しっかり聞き，しっかり話せる

 子

・すすんであいさつできる子

・約束・ルール・時間を守る子

・自分も人も大切にできる子

・健康・安全に気をつける子

本年度の方針

（１）重点目標を意識した授業実践や行事等の取り組みの徹底

（２）重点目標達成に向けて，学校の取り組みを道徳教育の視点から見つ

めなおす。（道徳の授業，評価の研究や連携の中で）

保幼連携 

生徒・保護者のニーズ 時代のニーズ 地域のニーズ 
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Ａ部会（教科別部会） 

８教科（国・社・数・理・英・

音・美・図工・技・体）で実

施

①重点目標に照らした授業

の実践

②各種調査の分析と課題の

掘り起し

③各教科での授業研究実践

Ｂ部会（分野別部会） 

①道徳教育推進部会

②生活向上・学習規律部会

③小中一貫・調整部会

④総合育成支援教育部会

⑤保健・養護部会

⑥学校事務部会

高大連携 



軸となる取組・活動 

義務教育卒業時につけたい力 ※コミュニケーション能力を発揮するために，思考力や判断力，表現力等の育成も一方では必要である。 

 ◆コミュニケーション能力 ※自分の考えをもち，伝える。相手の考えを聞く。考えが違う相手とも折り合いをつけ，コミュニケーションがとれる。

               そのためには，「話す」「聞く」などの力を育成するとともに，「話し合い活動」の充実が必要である。

準備期（話し合いの

場に慣れる）

準備期（話し合いの

場に慣れる）

形成期（話し合い活

動の基礎を知る）

形成期（話し合い活

動の基礎を知る）

成長期（計画的に話

し合い活動を行う）

成長期（計画的に話

し合い活動を行う）

確立期（的確な話し

合い活動を行う）

成熟期①（自分の考

えを広げる話し合

い活動を行う）

成熟期②（互いの考

えを生かし合う話

し合い活動を行う）

小１（１年） 小２（２年） 小３（３年） 小４（４年） 小５（５年） 小６（６年） 中１（７年） 中２（８年） 中３（９年）

取組・活動

◆互いの話を集中して聞き，話題につ

いて伝え合う。

・相手意識をもつ。（ペア学習）

・丁寧な言葉づかいで話し合う。

◆互いの話の共通点・相違点を考え，

進行に沿って話し合う。

・司会をたてて話し合う。（グループ

学習）

・相手の考えをしっかり聞き取り，質

問をしたり，感想を述べたりする。

◆互いの立場や意図をはっきりさせ，

計画的に話し合う。

・お互いの立場や考えを尊重する。

（ディベート学習）

・相手の意図を読み取り，自分の意見

と比べながら考えをまとめる。

話題や話の方向性を

捉えて的確に話し合

う。

・相手の意図を考えな

がら聞く。

・相手の発言に注意し

て話したり聞いた

りして，自分の考え

をまとめる。

相手の立場や考えの

違いを踏まえ，尊重し

ながら目的に沿って

話し合う。

・考えを比べながら聞

く。

・互いの発言を検討し

て自分の考えを広

げる。

互いの考えを生かし，

課題の解決に向けて

話し合う。

・表現の工夫を評価し

て聞く。

・話し合いが効果的に

展開するように進

行の仕方を工夫す

る。

・相手の考えを受け入

れながら，自分の考

えを深める。

【重点目標】コミュニケーション能【重点目標】コミュニケーション能力を育成するための“言語活動の充実”～聞き取る・読み取る・伝え合う～（３校共通）

 ◆小中３校が共通して，各教科・領域での各授業の中に言語活動の場面を意識的に設定した実践を行い，小中合同研修会でのその実践交流をする。（授業力向上）

 ◆【重点目標】を踏まえた授業研修（研究授業・研究協議）を全教員対象で年間３回（低学年・中学年・高学年・中学校・育成学級），教科・領域ごとに年間８回実施する。

学年または学年区分ごとにめざす姿

＜中学校ブロックとしての取組＞

＜新林・境谷小学校の取組＞※道徳の授業を小小・小中連携の軸として「話し合い活動」の充実 ＜洛西中学校の取組＞※「話し合い活動」の充実

※「話し合い活動」の充実にあたり，道徳の授業だけでなく各教科・領域での「話し合い活動」の場の設定が必要である。

 よって，昨年度までと同様に，教科・領域での「話し合い活動」を取り入れた授業実践や小中が連携し研究授業等を行う。


